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1　　序章　「シカゴ学派」の社会学

序
章　
「
シ
カ
ゴ
学
派
」
の
社
会
学

　

今
日
、
社
会
学
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
統
計
的
調
査
に
よ
っ
て
直

接
デ
ー
タ
を
収
集
し
分
析
す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
社
会
の
諸
側
面
を
科
学

的
に
研
究
す
る
学
問
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
。
し
か

し
、
一
九
世
紀
の
社
会
学
の
創
始
者
た
ち
│
│
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
、

ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ト
・
テ
ン
ニ
エ
ス
、
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
、

マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
│
│
は
、
歴
史
資
料
や
公
的
統
計
、
新
聞
や
雑

誌
を
参
照
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
日
的
な
意
味
で
の
社
会
調
査
は
ほ

と
ん
ど
や
ら
な
か
っ
た
。
社
会
学
が
、
今
日
の
よ
う
に
調
査
デ
ー
タ
に
も

と
づ
く
経
験
科
学
に
転
換
し
た
の
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
カ
ゴ
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。

　

一
八
九
二
年
に
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
寄
附
を
も
と
に
開
学
し
た
シ
カ

ゴ
大
学
は
、
米
国
で
最
初
の
本
格
的
な
研
究
大
学
で
、
な
に
よ
り
も
地
元

シ
カ
ゴ
の
都
市
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
た
。
シ
カ
ゴ
は
、

一
九
世
紀
後
半
の
米
国
産
業
革
命
の
過
程
で
、
急
速
に
成
長
し
た
「
前
例

の
な
い
」
大
都
市
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
か
ら
移
民
が
集
ま
り
、
貧

困
問
題
や
民
族
問
題
、
犯
罪
・
非
行
な
ど
の
社
会
問
題
が
集
積
し
て
、
社

会
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
シ
カ
ゴ
大
学
は
、
世
界
で
初
め
て
社
会
学

の
博
士
学
位
を
出
す
社
会
学
科
を
開
設
し
、
社
会
改
革
運
動
の
た
だ
な
か

か
ら
、
都
市
問
題
の
研
究
を
と
お
し
て
、
経
験
科
学
と
し
て
の
社
会
学
を

育
て
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
成
果
が
量
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
一

九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
っ
た
。
ロ
バ
ー

ト
・
パ
ー
ク
と
い
う
カ
リ
ス
マ
的
な
指
導
者
の
も
と
で
、
大
学
院
学
生
た

ち
が
シ
カ
ゴ
の
街
の
調
査
に
取
り
組
み
、
渡
り
労
働
者
、
家
族
解
体
、
自

殺
、
ギ
ャ
ン
グ
、
ス
ラ
ム
、
ゲ
ッ
ト
ー
、
少
年
非
行
、
犯
罪
な
ど
の
研
究

で
成
果
を
挙
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
当
時
の
シ
カ
ゴ
大
学

社
会
学
科
は
、
米
国
の
社
会
学
を
牽
引
す
る
位
置
に
あ
っ
た
。
今
日
、
こ

の
時
代
の
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
研
究
実
践
は
、「
シ
カ
ゴ
学
派
」
の
社
会
学

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

一
九
三
〇
年
代
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
さ
し
も
の
シ
カ
ゴ
社
会
学
に
も

陰
り
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ー
ク
の
退
職
、

他
大
学
の
追
い
上
げ
に
よ
る
学
会
で
の
力
関
係
の
変
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な



2

理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
も
大
き
な
理
由
は
、
構
造
─
機
能
主
義
の
台

頭
に
よ
る
社
会
学
理
論
の
刷
新
と
計
量
研
究
の
発
展
に
よ
る
新
し
い
調
査

方
法
の
標
準
化
に
よ
っ
て
、
社
会
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
転
換
し
た
こ
と
に

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
構
造
─
機
能
主
義
の
提
唱
者
で
あ
る
タ
ル
コ
ッ

ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
い
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
、
計
量
研
究
の
旗
手
で
あ

る
ポ
ー
ル
・
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
ル
ド
の
い
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
が
、
社
会
学

の
拠
点
と
し
て
最
先
端
に
躍
り
出
た
の
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
大
学
は
、
一
九

二
〇
年
代
の
黄
金
時
代
の
経
験
者
が
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
消
え
去
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
伝
統
が
途
切
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
と
き
ま
で
、
シ
カ
ゴ
大
学
社
会
学
科

は
新
し
い
動
き
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
。

　

構
造
─
機
能
主
義
と
計
量
研
究
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
社
会
学
の
新
し

い
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
続
い
た
が
、
六
〇
年
代
後

半
の
学
生
反
乱
の
時
代
に
揺
ら
い
だ
。
こ
の
と
き
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互

作
用
論
と
質
的
研
究
の
「
シ
カ
ゴ
学
派
」
と
い
う
神
話
が
つ
く
ら
れ
た
。

か
つ
て
社
会
学
の
主
流
で
あ
っ
た
シ
カ
ゴ
社
会
学
は
、
反
主
流
派
と
し
て

の
役
回
り
を
演
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
も
そ
も

シ
カ
ゴ
社
会
学
の
原
点
に
あ
っ
た
都
市
研
究
の
分
野
で
は
、
ネ
オ
・
マ
ル

ク
ス
主
義
の
都
市
研
究
が
フ
ラ
ン
ス
で
台
頭
し
、
一
九
七
〇
年
代
に
英
語

圏
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
、「
シ

カ
ゴ
学
派
」
の
都
市
社
会
学
を
主
流
派
と
見
立
て
て
挑
戦
状
を
つ
き
つ
け

た
。
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
い
た
都
市
社
会
学
は
、

「
シ
カ
ゴ
学
派
」
を
擁
護
す
る
立
場
に
立
た
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
論
争
的
な
文
脈
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
シ
カ
ゴ
学
派
」

像
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、「
シ
カ
ゴ
学
派
」
と
は
な
ん
で
あ
っ
た

の
か
、
そ
の
今
日
的
意
義
は
何
か
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
英
語
圏
で
は
、
シ
カ
ゴ

学
派
に
つ
い
て
の
研
究
が
急
速
に
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
動
向

を
受
け
て
、
日
本
で
も
、
鈴
木
・
倉
沢
・
秋
元
編
（1987

）
や
秋
元

（1989；
2002

）
な
ど
都
市
社
会
学
の
視
点
か
ら
の
シ
カ
ゴ
学
派
研
究
が

あ
ら
わ
れ
、
宝
月
・
中
野
編
（1997

）、
中
野
・
宝
月
編
（2003

）、
宝

月
・
吉
原
編
（2004

）
な
ど
一
九
二
〇
年
代
〜
三
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
社
会

学
の
成
果
を
多
角
的
に
解
読
す
る
研
究
が
続
い
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
ほ

と
ん
ど
は
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
黄
金
時
代
や
そ
こ
に
い
た
る
時
期
に
発
表

さ
れ
た
研
究
成
果
の
テ
キ
ス
ト
を
解
読
す
る
こ
と
に
集
中
し
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
て
英
語
圏
の
研
究
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
リ
ー
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
図

書
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
手
紙
や
議
事
録
な
ど
の
資
料
を

活
用
し
て
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
メ
ン
バ
ー
の
実
践
そ
の
も
の
を
解
明
し
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
だ
。
そ
れ
は
た
し
か
に
「
社
会
学
史
」
で
は

あ
る
も
の
の
、「
学
説
史
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
制
度
史
で
あ

り
、
知
的
実
践
の
歴
史
社
会
学
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
う
し
た
最

先
端
の
研
究
に
遅
れ
ず
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ
と
で
あ
る
。
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本
書
は
、
こ
う
し
た
内
外
の
最
先
端
の
研
究
に
学
び
な
が
ら
も
、
時
代

と
と
も
に
繰
り
返
し
回
顧
的
に
再
構
築
さ
れ
る
「
シ
カ
ゴ
学
派
」
の
姿
を
、

構
造
─
機
能
主
義
や
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
な
ど
他
の
理
論
的
パ
ラ
ダ
イ

ム
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
、
主
た
る
焦
点
を
都
市
研
究
に
合
わ
せ
て
中

級
者
向
け
教
科
書
と
し
て
ま
と
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。「
シ
カ
ゴ
学
派
」

の
言
及
対
象
は
、
一
九
二
〇
年
代
〜
三
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
社
会
学
に
あ
る

も
の
の
、「
シ
カ
ゴ
学
派
」
を
め
ぐ
る
物
語
は
、
む
し
ろ
一
九
六
〇
年
代

以
降
に
紡
ぎ
出
さ
れ
、
都
市
研
究
の
分
野
で
は
二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
継

続
し
て
い
る
。
な
ぜ
不
死
鳥
は
飛
び
続
け
て
い
る
の
か
。
そ
の
含
意
を
探

る
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

　

本
書
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
第
1
章
で
は
、「
シ
カ

ゴ
学
派
」
の
黄
金
期
に
い
た
る
ま
で
の
前
史
と
し
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
ま

で
の
シ
カ
ゴ
の
発
展
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
設
立
経
緯
、
初
代
学
科
長
ア
ル
ビ

オ
ン
・
ス
モ
ー
ル
の
実
践
と
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
発
展
の
跳
躍
台
と
な
っ
た

ト
マ
ス
と
ズ
ナ
ニ
エ
ツ
キ
の
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
農
民
』
の
意
義
、
そ
し
て
一

九
一
〇
年
代
の
世
代
交
代
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
理
解

に
と
っ
て
、
都
市
と
大
学
に
関
す
る
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
必

須
で
あ
る
。

　

第
2
章
は
、
一
九
二
〇
年
代
〜
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
黄
金
期
の
シ
カ

ゴ
社
会
学
に
つ
い
て
扱
う
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
当
時
の
指
導
者
で
あ
っ
た

パ
ー
ク
の
論
文
「
都
市
」
と
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
同
心
円
地
帯
理
論
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、「
シ
カ
ゴ
・
モ
ノ
グ
ラ
フ
」
と
呼
ば
れ
る
大
学
院
学
生
の
研

究
成
果
を
い
く
つ
か
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
特
徴
を
見
て
い
く
。
次
に
、
黄

金
期
か
ら
は
や
や
外
れ
る
が
、
都
市
研
究
に
と
っ
て
避
け
る
こ
と
の
で
き

な
い
ワ
ー
ス
の
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
理
論
に
つ
い
て
や
や
立
ち
入
っ
た
検
討
を

加
え
る
。
こ
の
章
の
最
後
は
、
一
九
五
〇
年
代
初
頭
に
向
か
っ
て
の
シ
カ

ゴ
社
会
学
の
衰
退
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
バ
ー
ジ
ェ
ス
、
オ
グ
バ
ー
ン
、

ワ
ー
ス
、
ブ
ル
ー
マ
ー
が
シ
カ
ゴ
の
舞
台
か
ら
姿
を
消
す
一
九
五
〇
年
代

初
頭
の
シ
ー
ン
は
、
続
く
諸
章
で
も
何
度
か
立
ち
返
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
3
章
は
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
衰
退
と
再
評
価
の
双
方
に
深
く
か
か
わ

る
構
造
─
機
能
主
義
の
台
頭
と
経
験
的
研
究
に
お
け
る
「
計
量
革
命
」
に

つ
い
て
扱
う
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
構
造
─
機
能
理
論
は
、
近
年
で
は
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
現
代
社
会
学
の
標

準
的
な
語
彙
を
整
備
し
た
点
で
は
、
今
日
ま
で
生
き
続
け
て
い
る
。
ま
た
、

マ
ー
ト
ン
の
準
拠
集
団
理
論
や
ア
ノ
ミ
ー
論
、
そ
し
て
ス
メ
ル
サ
ー
の
集

合
行
動
論
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
が
扱
っ
て
き

た
社
会
心
理
学
や
計
量
研
究
、
と
く
に
逸
脱
行
動
や
集
合
行
動
な
ど
の
テ

ー
マ
が
、
機
能
主
義
の
理
論
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
シ
カ
ゴ
社
会
学

を
圧
倒
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

構
造
─
機
能
主
義
が
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
外
部
で
発
展
し
た
の
に
対
し
て
、

計
量
革
命
は
、
シ
カ
ゴ
の
内
部
に
も
そ
の
予
兆
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地

域
単
位
の
生
態
学
的
相
関
に
も
と
づ
く
シ
カ
ゴ
流
の
計
量
研
究
は
、
個
人
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単
位
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
個
人
相
関
を
扱
う
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
ル
ド
流
の

計
量
研
究
に
凌
駕
さ
れ
て
い
く
（
生
態
学
的
相
関
の
評
価
は
、
本
書
が
重
視

す
る
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
）。
第
3
章
の
最
後
は
、
構
造
─
機
能
主

義
と
計
量
研
究
の
台
頭
に
よ
っ
て
押
さ
れ
気
味
で
あ
っ
た
シ
カ
ゴ
社
会
学

が
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
反
構
造
─
機
能
主
義
・
反
計
量
派
の

「
シ
カ
ゴ
学
派
」
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い
く
過
程
を
一
九
六
九
年
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
か
ら
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

第
4
章
と
第
5
章
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
相
ま
み
え
る
こ
と
に
な
る
都

市
研
究
の
三
つ
の
潮
流
に
つ
い
て
扱
う
。
こ
の
う
ち
第
4
章
は
、「
シ
カ

ゴ
学
派
の
伝
統
の
も
と
に
あ
る
」
シ
カ
ゴ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
と
、

ポ
ス
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
世
代
の
ハ
ー
バ
ー
ド
構
造
主
義
と
「
シ
カ
ゴ
学

派
」
と
の
交
差
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
ず
、
バ
ー
ジ
ェ
ス
の
同
心
円
地
帯
理

論
以
降
の
都
市
生
態
学
の
発
展
を
概
観
し
た
う
え
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
「
衰
退
」
で
は
な
く
、「
持
続
と
変
容
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
す
る
一

九
七
〇
年
代
の
シ
カ
ゴ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
を
紹
介
す
る
。
こ
れ

ら
の
研
究
は
日
本
で
は
十
分
消
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
第
5
章
の
最

後
で
扱
う
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
論
争
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら

に
終
章
で
示
唆
す
る
現
代
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
に
連
な
る
も
の
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、「
修
正
シ
カ
ゴ
学
派
」
と
い
う
見
出
し
で
こ
の
一

連
の
研
究
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。

　

第
4
章
の
後
半
は
、
シ
カ
ゴ
学
派
と
ハ
ー
バ
ー
ド
構
造
主
義
の
交
差
と

題
し
て
、
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の
導
入
と
、

と
く
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
都
市
下
位
文
化
理
論
に
立
ち
入
っ
た
検
討
を
加

え
る
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
も
ま
た
ワ
ー
ス
の
仮
説
に
重
大
な
修
正
を
加
え
つ

つ
も
、
都
市
の
生
態
学
的
効
果
を
下
位
文
化
の
形
成
に
求
め
て
い
る
点
で
、

ロ
バ
ー
ト
・
パ
ー
ク
の
ア
イ
デ
ア
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ッ
シ

ャ
ー
は
、
第
5
章
の
最
後
で
扱
う
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
都
市
論
と
の
論

争
で
鍵
と
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

第
5
章
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
の
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
台

頭
と
「
シ
カ
ゴ
学
派
へ
の
挑
戦
」
に
つ
い
て
扱
う
。
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主

義
に
つ
い
て
は
手
頃
な
解
説
書
が
な
く
、
な
じ
み
の
な
い
読
者
も
多
い
と

思
わ
れ
る
の
で
、
や
や
紙
幅
を
と
っ
て
基
礎
的
な
概
説
を
加
え
る
こ
と
に

し
た
。
こ
こ
で
扱
う
の
は
、
ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
、
ル
イ
・
ア
ル
チ

ュ
セ
ー
ル
、
初
期
の
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ス
テ
ル
、
そ
し
て
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
で
あ
る
。

　

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
自
由
奔
放
な
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
る
が
、「
資

本
の
第
二
次
循
環
」
や
近
年
で
は
「
都
市
へ
の
権
利
」「
都
市
革
命
」
な

ど
の
ア
イ
デ
ア
で
、
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
批
判
や
五
月
革
命
と
の
関
連
を
織
り

込
み
な
が
ら
、「
都
市
革
命
」
論
の
輪
郭
を
描
き
出
す
。

　

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
哲
学
者
で
あ
っ
て
、
都
市
研
究
と
は
直
接
関
係
が

な
い
も
の
の
、
初
期
の
カ
ス
テ
ル
が
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
認
識
論
に
依
拠
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し
て
い
た
た
め
、
初
期
カ
ス
テ
ル
を
理
解
す
る
た
め
に
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
章
の
最
後
で
扱
う
シ
カ
ゴ
学
派
へ
の
挑
戦
の

シ
ー
ン
で
は
、
英
国
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
ピ
ッ
ク
ヴ
ァ
ン
ス
が
ア
ル
チ
ュ

セ
ー
ル
批
判
を
展
開
し
て
い
る
点
に
も
留
意
し
た
。

　

カ
ス
テ
ル
に
つ
い
て
は
、「
集
合
的
消
費
」
と
「
都
市
社
会
運
動
」
を

軸
と
し
て
い
た
パ
リ
時
代
の
軌
跡
を
追
う
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
「
都
市
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
」
批
判
を
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
認
識
論
と
の
関
連
で
理
解

す
る
一
方
で
、
こ
の
時
期
の
彼
の
理
論
の
実
践
的
含
意
を
ユ
ー
ロ
・
コ
ミ

ュ
ニ
ズ
ム
と
の
関
連
で
示
唆
し
た
い
。

　

ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
経
済
地
理
学
を
背
景
と
し
て
い
る
の
で
、
都
市
社
会
学

批
判
と
の
か
か
わ
り
は
間
接
的
で
あ
る
も
の
の
、
彼
に
と
っ
て
は
初
期
の

段
階
で
、
シ
カ
ゴ
学
派
へ
の
挑
戦
の
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ

の
理
論
の
解
説
と
し
て
は
、「
資
本
の
第
二
次
循
環
」
と
近
年
の
「
都
市

革
命
」
論
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
章
の
最
後
は
、
一
九
七
八
年
の
『
比
較
都
市
研
究
』
誌
上
で
な
さ

れ
た
ネ
オ
・
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
「
シ
カ
ゴ
学
派
」
の
論
争
の
シ
ー
ン
を

と
り
あ
げ
る
。
論
争
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
批
判
を
脇
に
お
い
て
、
中
範

囲
理
論
の
水
準
で
、「
シ
カ
ゴ
学
派
」
の
主
張
す
る
都
市
の
生
態
学
的
効

果
を
認
め
る
一
方
で
、
都
市
研
究
に
お
け
る
政
治
経
済
学
的
視
点
の
重
要

性
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
と
お
し
て
、
都
市
社
会
学
の
分
野

で
は
、「
シ
カ
ゴ
学
派
の
都
市
社
会
学
」
は
正
統
派
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

た
。

　

終
章
で
は
、
本
書
で
展
開
し
て
き
た
「
シ
カ
ゴ
学
派
」
の
物
語
を
ふ
り

か
え
り
、
あ
ら
た
め
て
シ
カ
ゴ
学
派
と
は
何
か
を
考
察
す
る
。
学
派
と
は
、

学
問
的
な
専
門
分
野
の
内
部
で
、
独
特
の
研
究
ス
タ
イ
ル
を
共
有
し
、
研

究
過
程
と
研
究
成
果
を
共
有
す
る
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
、
そ
の

成
員
が
帰
属
意
識
を
も
ち
、
お
よ
び
／
ま
た
は
外
部
か
ら
そ
の
存
在
が
認

識
さ
れ
て
い
る
研
究
者
の
集
団
で
あ
る
。「
シ
カ
ゴ
学
派
」
は
一
九
二
〇

年
代
に
は
、
米
国
社
会
学
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者
集
団
で
あ
っ
た
が
、
支

配
的
地
位
を
占
め
て
い
た
た
め
に
か
え
っ
て
「
学
派
」
と
し
て
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
も
ち
え
な
か
っ
た
。「
シ
カ
ゴ
学
派
」
と
い
う
シ
ン
ボ
ル

が
定
着
す
る
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
パ
ラ
ダ
イ

ム
転
換
に
よ
っ
て
生
じ
た
新
た
な
文
脈
の
も
と
で
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
は

「
学
派
」
と
し
て
の
独
自
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書
で
は
、

シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
相
互
作
用
論
と
質
的
研
究
の
「
シ
カ
ゴ
学
派
」
と
い
う

「
神
話
」
の
批
判
的
検
討
を
つ
う
じ
て
、「
シ
カ
ゴ
学
派
」
の
特
徴
を
、
⑴

社
会
改
革
主
義
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ッ
ク
の
も
と
で
科
学
と
し
て
の
社
会

学
を
め
ざ
す
科
学
的
改
革
主
義
、
⑵
計
量
的
研
究
と
質
的
研
究
を
併
用
し

多
様
な
デ
ー
タ
を
駆
使
す
る
マ
ル
チ
・
メ
ソ
ッ
ド
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
⑶
社

会
過
程
を
空
間
的
文
脈
に
お
い
て
捉
え
、
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
生
態
学
的

効
果
に
独
自
の
理
論
的
意
味
を
認
め
る
マ
ル
チ
・
レ
ベ
ル
の
分
析
、
そ
し

て
⑷
こ
れ
ら
を
つ
う
じ
て
の
理
論
と
調
査
と
政
策
提
言
の
密
接
な
結
合
に
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求
め
た
い
。

　

最
後
に
、
現
代
に
お
け
る
「
シ
カ
ゴ
学
派
」
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
践
例

と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
に
『
都
市
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
誌
で
展
開
さ
れ
た

Ｌ
Ａ
学
派
と
の
論
争
を
一
瞥
す
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
自
称
Ｌ
Ａ
学
派
が

「
シ
カ
ゴ
学
派
」
に
挑
戦
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
い
ま
や
「
シ
カ
ゴ

学
派
」
の
意
味
は
、
一
九
七
八
年
よ
り
も
ず
っ
と
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
論
争
の
解
読
を
つ
う
じ
て
、
現
代
の
都
市
研
究
に
お
け
る
「
シ
カ
ゴ

学
派
」
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
践
的
含
意
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
デ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
の
「
都
市
革
命
」
論
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
資
本
主
義

の
民
主
的
統
制
に
向
け
て
の
「
科
学
的
改
革
主
義
」
の
可
能
性
を
示
唆
し

た
い
。

＊
英
語
文
献
の
直
接
引
用
の
う
ち
、
原
書
の
引
用
ペ
ー
ジ
と
邦
訳
の
引
用
ペ
ー
ジ
が
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
引
用
者
は
原
書
を
参
照
し
て
し
ば
し
ば
訳
文
を
変
え

て
あ
る
。



7　　第 1章　都市の発展とシカゴ社会学

第
1
章　

都
市
の
発
展
と
シ
カ
ゴ
社
会
学

　

都
市
の
社
会
学
的
研
究
が
始
ま
っ
た
の
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
シ
カ
ゴ
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
産
業

革
命
に
よ
る
産
業
資
本
主
義
の
発
展
を
背
景
に
急
速
に
成
長
し
た
。
こ
の
歴
史
的
・
空
間
的
文
脈
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
シ
カ
ゴ
社
会

学
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
章
で
は
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
舞
台
と
し
て
の
大
都
市
シ
カ
ゴ
が
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
き
た
の

か
。
そ
し
て
そ
の
な
か
で
、
シ
カ
ゴ
社
会
学
が
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
か
を
見
て
い
く
。

1　

シ
カ
ゴ
の
発
展

中
西
部
の
大
都
市
シ
カ
ゴ

　

シ
カ
ゴ
は
、
米
国
中
西
部
、
ミ
シ
ガ
ン
湖
畔
に
あ
る
大
都
市
で
あ
る
。

二
〇
一
〇
年
時
点
で
の
シ
カ
ゴ
の
人
口
は
約
二
七
〇
万
人
、
全
米
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
次
い
で
第
三
位
の
人
口
規
模
を
誇
っ
て
い

る
。
米
国
の
都
市
に
は
、
し
ば
し
ば
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
はB

ig A
pple

、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
はB

ig O
range

。
シ
カ

ゴ
はW

indy C
ity

と
呼
ば
れ
て
い
る
。W

indy

と
は
、
直
接
的
に
は

「
風
が
強
い
」
と
い
う
意
味
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ
えW

indy C
ity

は
、「
空

っ
風
の
街
」
を
意
味
す
る
と
一
般
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、

ミ
シ
ガ
ン
湖
畔
に
あ
る
シ
カ
ゴ
は
、
風
が
強
い
。
し
か
し
、W

indy

に
は

「
口
先
だ
け
の
」「
ほ
ら
吹
き
の
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
サ
ト
ル
ズ
に
よ

れ
ばW

indy C
ity

の
由
来
は
、
一
九
世
紀
後
半
、
シ
カ
ゴ
が
急
成
長
す

る
過
程
で
山
師
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
が
集
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
来
て
い

る
と
い
う
（Suttles 1990, p. 7

）。
シ
カ
ゴ
の
経
済
発
展
を
見
込
ん
で
、
大

言
壮
語
す
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
、
当
時
の
人
び
と
は
「
お
お
ぼ
ら
吹
き
」

と
み
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
シ
カ
ゴ
は
実
際
に
急
成
長
を
遂
げ
、

一
八
九
〇
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次
い
で
人
口
規
模
で
全
米
第
二
位
に

躍
り
出
て
、the Second C

ity

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇

年
の
セ
ン
サ
ス
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
抜
か
れ
る
ま
で
、
約
一
世
紀
の
あ
い

だ
、
シ
カ
ゴ
は
全
米
第
二
の
大
都
市
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
シ
カ
ゴ
は
、the C

ity of N
eighborhood

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
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観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
は
「
近
所
づ
き
あ
い
の
街
」
と
訳
さ
れ
て
い

る
。
シ
カ
ゴ
が
、N

eighborhood

（
近
隣
地
区
）
の
街
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
第
4
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
シ
カ
ゴ
社
会
学
の
都
市
研

究
と
深
い
関
連
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
シ
カ
ゴ
の
絵
は
が
き
な
ど
に
は
、

M
y K

ind of Tow
n

（
私
好
み
の
街
）
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
書
か
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。I love N

ew
 York

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
熱
狂
に
比
べ
、
現
在
の
シ
カ
ゴ
に
は
、
洗
練
さ
れ
た
街
の
落
ち
着
き
が

感
じ
ら
れ
る
。

シ
カ
ゴ
の
誕
生

　

シ
カ
ゴ
に
は
、
市
民
に
共
有
さ
れ
た
定
番
の
誕
生
物
語
が
あ
る
。
こ
れ

か
ら
述
べ
る
一
九
世
紀
後
半
ま
で
の
シ
カ
ゴ
の
成
長
過
程
の
大
半
は
、

「
不
都
合
な
真
実
」
を
除
い
て
、
そ
の
物
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

シ
カ
ゴ
の
誕
生
物
語
の
最
初
に
出
て
く
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
一
六
七
三
年
、

フ
ラ
ン
ス
系
カ
ナ
ダ
人
ル
イ
ス
・
ジ
ョ
リ
エ
ッ
ト
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教

師
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
の
ち
に
シ
カ
ゴ
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
通
過

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（M

ayer and W
ade 1969, p. 6

）。
当
時
、
ま
だ

ア
メ
リ
カ
は
独
立
し
て
お
ら
ず
、
北
米
大
陸
の
中
央
部
は
未
開
の
地
で
あ

っ
た
。
彼
ら
の
率
い
る
探
検
隊
は
、
北
米
大
陸
の
発
展
の
可
能
性
を
探
る

た
め
に
、
五
大
湖
か
ら
中
西
部
に
入
り
、
南
下
し
て
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
中
流

域
に
い
た
り
、
折
り
返
し
て
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
を
北
上
し
て
、
シ
カ
ゴ
川
上

流
に
入
り
、
シ
カ
ゴ
川
に
沿
っ
て
、
現
在
の
シ
カ
ゴ
の
地
に
た
ど
り
つ
い

た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
は
し
ば
ら
く
シ
カ
ゴ
川
河
口
に
滞
在
し
た
の
ち
、

ミ
シ
ガ
ン
湖
岸
に
沿
っ
て
カ
ナ
ダ
方
面
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
話
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
は
じ
め
て
シ
カ
ゴ
の
地
を
訪
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、

シ
カ
ゴ
市
民
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
シ
カ
ゴ
川
に
か
か
っ
て
い

る
ノ
ー
ス
ミ
シ
ガ
ン
通
り
の
橋
の
欄
干
に
は
、
ル
イ
ス
・
ジ
ョ
リ
エ
ッ
ト

と
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
カ
ヌ
ー
を
漕
い
で
探
検
す
る
様
子
を
描
い

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
約
一
世
紀
後
の
一
七
七
〇
年
代
に
、
黒
人
の
血

を
引
く
商
人
ポ
イ
ン
ト
・
デ
ュ
・
セ
ー
ブ
ル
が
、
シ
カ
ゴ
川
河
口
の
ミ
シ

ガ
ン
湖
畔
で
、
先
住
民
と
毛
皮
の
取
引
を
始
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
る

（ibid., p. 8

）。
そ
の
後
、
こ
の
地
は
交
易
の
拠
点
と
な
っ
て
米
国
人
が
進

出
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
七
九
五
年
に
は
、
先
住
民
が
シ
カ
ゴ
川
河
口
六

マ
イ
ル
四
方
を
連
邦
政
府
に
割
譲
す
る
グ
リ
ー
ビ
ル
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

そ
し
て
一
八
〇
四
年
に
は
、
シ
カ
ゴ
川
河
口
に
最
初
の
デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
砦

が
設
置
さ
れ
、
シ
カ
ゴ
は
西
部
開
拓
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
く
。

デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
砦
の
存
在
も
、
シ
カ
ゴ
市
民
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、

デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
通
り
や
高
架
鉄
道
の
デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
駅
と
し
て
名
称
が
残

っ
て
い
る
ほ
か
、
砦
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
ノ
ー
ス
ミ
シ
ガ
ン
通
り
と
ワ
ッ

カ
ー
ド
ラ
イ
ブ
の
交
差
点
付
近
に
は
、
砦
の
輪
郭
を
示
す
真
鍮
の
板
が
埋

め
込
ま
れ
て
い
る
。
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索　　引

アルファベット
AGIL図式（パーソンズ）　　100─101

AJS　→『アメリカ社会学雑誌』を見よ
ASA反乱　　88─89，243，250

ASR　→『アメリカ社会学評論』を見よ
LA学派　→ロサンゼルス学派を見よ

あ行

アーバニズム　→都市度も見よ
　──の下位文化理論　→下位文化理論を見よ
　──と産業主義　　83─84，86

　──と資本主義　　83─84，86

　生活様式としての──　→「生活様式として
のアーバニズム」を見よ

　ポストモダン・──　　260─61

飽きの態度　　78，79

悪徳地区　　30，38，42

アダムズ，ジェーン　　14

あてはめ問題　　101，198，203，204

アノミー理論　　102─103

アボット，アンドリュー　　89，113，252，260，
262，264

『アメリカ社会学雑誌』（AJS）　　17，18，27，88，
244

『アメリカ社会学評論』（ASR）　　88，244

アリハン，ミラ　　250，251

アルチュセール，ルイ　　186─98

　イデオロギー的審級　　194，196

　──とカステル　　185，200─204，206─207，208

　経済的社会構成体　　194─97

　経済的審級　　194，196

　経　歴　　186，198

　実在の対象　　191─93，233　→実在的対象
（カステル）も見よ

　重層的決定　　197

　政治的審級　　194，196─97

　土台と上部構造　　194─96

　認識の対象　　191─93，233　→理論的対象

（カステル）も見よ
　ピックヴァンスの批判　　232─33

　理論的実践　　190─93，198，200，233，234

暗黒街　　42，63

アンダーソン，ネルズ　　48─53，65，67，71，265，
266

　経　歴　　50─53

　──とスモール　　52

　──とパーク　　52，53

　──とバージェス　　52，53

イーストヨーク（トロント）　　157

イェール大学　　14，16

イタリア人　　11，22，83，134，145

逸　脱　　38─39，40，99，116─17，158─59

逸脱行動　　99，117，257n

イデオロギー的審級　　194，196，204

因子生態学　　136─38，147─49

インナーシティ　　84，133，149

ヴィンセント，ジョージ　　18，20，249，257

ヴェーバー，マックス　　30，91，94─95，240

ウェストエンド（ボストン）　　83，87

ウェルマン，バリー　　155─57，171

ウォーナー，ロイド　　74，89，108，114，125

ウルマン，エドワード　　132─33

エスノグラフィー　　236─39，241，245，254─55

エリー郡（オハイオ州）　　109─111

オグバーン，ウィリアム　　73，88，89，108，112，
114，119，126，244，254，255，257

か行

カーツ，レスター　　251─52

改革政治　　34─36，64，67，72

階　級　　43，44，84─85，110，158，206，217，240，
260

階級闘争　　197，198，211，226，235，237，238

解　体　→社会解体を見よ
下位文化　　159─60，164，201，207，248

　──への関与　　169

　道徳地域と──　　38─40
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下位文化理論　　37，85，158─72，185，228，232，
245，256

　アーバニズム　　159

　下位文化　　159─60，164

　概　要　　158，162

　検　証　　165─71

　定式化　　159─65

　社会統合　　163─64

　都市度　　159，165

　非通念性　　159，161─62，163，164

解放された家族地区　　54─55

科学的改革主義　　5，64，72，259，266　→社会
改革主義も見よ

『科学としての社会学入門』（「グリーンバイブ
ル」）　　47，256

学生反乱　　90，113，118，152，177，209，244

学　派　　245─49

過剰蓄積　　215，217─18，220─21，222，226

　空間的・時間的解決策（ハーヴェイ）　　215，
221，222，223，226

カステル，マニュエル　　185，199─208，245，266

　──とアルチュセール　　185，200─204，206─
207，208

　経　歴　　199

　実在的対象　　201，202　→実在の対象（ア
ルチュセール）も見よ

　集合的消費　　204─206，207

　情報的発展様式　　208

　都市イデオロギー　　200─203

　都市システム　　203─204

　都市社会運動　　206，207

　理論的対象　　201─202　→認識の対象（ア
ルチュセール）も見よ

家族遺棄率　　56，58，107

家族解体　　53─58，107

　定　義　　54，56

家族周期段階　　85，158　→生活周期段階も見
よ

家族地区　　54─56，137

価値（構造─機能主義）　　98，99，104─105

価値（シカゴ学派）　　19─20，57，71，88

価値（マルクス主義）　　212

　商品の──　　212

　剰余──　　213

　相対的剰余──　　214

　特別剰余──　　214，215n

　労働力の──　　213

価値付加過程　　104，105─106

カリフォルニア大学バークレー校　　89，103，
106，115，155，199

ガンズ，ハーバート　　87，156，158，164，170，
232，241，266

　アーバニズム理論に対する批判　　83，84─85

擬制資本　　219，222

基礎地図　　48，73，107

北カリフォルニア地方　　165

ギディングズ，フランクリン　　16─17

規　範　　16，40，92─99，104，105，117，154，163

キャバン，ルス　　65，249─50，256

キャリー，ジェームズ　　253，256

ギャング　　58─62，65，237

　居場所　　59，61

　集団構造　　60

　──と地域コミュニティ　　60─61

　定　義　　59，61

　類　型　　59

凝　離　　　30，37─38，77─79，135─36

儀礼的無関心　　116

近隣効果　　170─71，264，266

近隣地区　　29─30，150─51，167─68

近隣地区の街　　7─8，151─52

空間に言及する感情　　134，138，150

クーリー，チャールズ　　17，33，258

組合政治　　144─45

クラーク，テリー　　230─31，260，261─62，263

クラーク大学　　15

グラノヴェター，マーク　　154，155

グランデッド・セオリー　　71，90，115

グリークタウン　　42，54

「グリーンバイブル」　→『科学としての社会学
入門』を見よ

『経済学・哲学草稿』（マルクス）　→「一八四
四年の草稿」を見よ

「経済学批判への序言」（マルクス）　　194─95

『経済学批判要綱』（マルクス）　　209，210

経済的社会構成体　　194─97

経済的審級　　194，196，204

継　承　　44─45，64，88，131

計量革命　　107─113

　──とシカゴ社会学　　107─109
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　定　義　　107

　批　判　　111

計量研究　　5，73，90，111，127，255，258，259

下宿屋街　　42，54，63

ゲゼルシャフト　　31，99，141

ゲットー　　30，43，46，54，67─71

　回　帰　　68，69，70

　解　体　　69，70，71

　起　源　　67─68

　制度化　　68

　存　続　　69，71

ゲマインシャフト　　31，99，141，142，157

建造環境　　210，219，220，221，222，226，234

行為体系　　95，97，98，100─101，105

郊　外　　11，42，84，135，148，165，170，180，208

　パリの──　　177，181，205

公　衆　　35，36，40，81，106

交渉による結集　　145，146，238

構造─機能主義　　91─107，112，127，244，258

　AGIL図式　　100─101

　逸　脱　　99，117

　価　値　　98，99，104─105

　規　範　　92─99，104─105，117

　行為体系　　95，97，98，100─101，105

　構造─機能体系　　97─98

　構造─機能分析　　97─99

　社会化　　97，99

　社会体系　　97─99，100─101

　社会統制　　99，104，106，117

　社会変動　　99

　パーソンズの──　　91─101

構造─機能体系　　97─98

構造─機能分析　　97─99

公民権運動　　146，209，238

功利主義　　92，93，227

ゴールドコースト（シカゴ）　　30，62─63，64，
65，67，134，266

『ゴールドコーストとスラム』　　54，62─67

コーンブルム，ウィリアム　　139，143─46，236，
238─39，241，245

五月革命（パリ）　　177，182─83，245

ゴスネル，ハロルド　　112，125

ゴッフマン，アーヴィング　　115─16，254

コミュニティ　→地域コミュニティも見よ
　──解放論　　156─57，171

　──衰退論　　30，83，142，170，171

　──喪失論　　155─56

　──存続論　　30，83，156，157，170，171

　──問題　　155─57，171

　有限責任の──　　141─42，151，152

コミュニティ新聞　　139─42

コロンビア大学　　16─17，26，89，90，101─102，
109，118，112─13，114─15，118，230，244，254

コロンビア博覧会　　12─13

さ行

サーストン，L. L.　　108，121

ザイゼル，ハンス　　111

再組織化　→社会解体─再組織化を見よ
サウスシカゴ　　132─33，143─46，238─39

サッセン，サスキア　　260，261，263

サトルズ，ジェラルド　　139，156，228，236，237，
238，239，241，245

サムナー，ウィリアム・グラハム　　16，47

サンドバーグ，カール　　11─12，15

サンプソン，ロバート　　260，262─63，264，266

サンフランシスコ　　135，136，165

ジェイコブズ，ジェイン　　87

シェヴキー，エシュレフ　　134─36

ジェームズ，ウィリアム　　25，26─27，28，47，
257，259n

シカゴ
　移　民　　10─11，12，22，42，44，45，60─61，69，

71，144

　家族地区　　54─55，56，107

　起　源　　8─9
　近隣地区の街　　7─8，151─52

　グリークタウン　　42，54

　ゲットー　　42，43，46，54，69

　建　築　　11，15

　工業化　　9─11

　ゴールドコースト　　30，62─63，64，65，67，134，
266

　コミュニティ新聞　　139─42

　コロンビア博覧会　　12─13，41

　サウスシカゴ　　132─33，143─46，238─39

　社会改革運動　　14，15，17，20，253

　人　口　　7，9─10

　大　火　　11

　タワータウン　　63，64
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　地域コミュニティ区域　　48，73，140，143，
147─52

　チャイナタウン　　42，54

　同心円構造　　42─43

　都市化　　9─14

　ニア・ノースサイド　　62─67，134

　ハイドパーク　　14

　ハイドパーク＝ケンウッド地区再開発計画　　
87，113

　ピルゼン　　42

　ブラックベルト　　42，144

　プルマン　　13─14

　ボヘミア　　54，63，64

　ホボヘミア　　42，48─49，50，52，54，63

　マシン政治　　145，146

　マックスウェル街　　43，69

　ラテン街　　42

　リトル・シシリー　　42，54，63，64

　ループ　　41，54，59，62

　労働運動　　13─14

　『ローカルコミュニティ・ファクトブック』　　
131，138，151

　ローンデール地区　　43，69

シカゴ学派　　1，89，90，113─14，117─18，121，123，
124─25，127─28，243─266

　アイデンティティ　　249─52

　──とエスノグラフィー　　236─39，241，245，
253，254─55

　黄金期　　24─74

　カステルの批判　　200─202

　──と質的研究　　90，113，114，117，127，253，
254─55，258─59

　──と質的調査　　27，46，108，254─55

　──と社会改革　　5，14，15，17，22─23，36，39，
40，57，60，63，64，66─67，72，88，239，253─54，
259，264─66

　社会統制　　33，36─37，56─57，106，254，257，
266

　修正──　　4，139─152，170，171，241

　──とシンボリック相互作用論　　113，114，
117，127，245，253，257，258─59

　神　話　　252─59

　衰　退　　88─89，244

　第二次──　　117─18

　──都市社会学　　74，128，129─130，227，241

　──とハーバード構造主義　　171─72

　反構造─機能主義・反計量派としての──　　
127─28

　──とロサンゼルス学派　　260─64

シカゴ学派遊撃隊　　118─19，251

シカゴ大学　　1，14─15，21─22，87，118，257，262　
→シカゴ大学社会学科も見よ

シカゴ大学社会学科　　243─44，246，250

　開　設　　16，22

　コロンビア化　　115，126，139

　自己評価研究　　89，113─14，125

　──と人類学科　　125，257

　1910年代の世代交代　　20─21

　パークとバージェスの指導体制　　47─48

シカゴ大学出版会　　15，18，48，88─89，139，235n

シカゴ派建築　　11

シカゴ・モノグラフ　　48，62，65，70，71─73

　──と提言　　5，72，253，254，259，264

　──とデータ　　72─73

　──と方法論　　72─74

　──と理論　　71─72，253，255─57，259，262

自己評価研究　　89，113─14，125

システミックモデル　　142─43

自然史　　59，61，68，69，70，105

実在的対象（カステル）　　201，202　→実在の
対象（アルチュセール）も見よ

実在の対象（アルチュセール）　　191─93，233　
→実在的対象（カステル）も見よ

実証主義　　92，93─94

質的研究　　90，113，114，117，127，253，254─55，
258─59

質的データ　　72─73

史的唯物論　　187，190，191

支配（人間生態学）　　44─45，88，131

資本主義的生産様式　　181，184，195，196，211

資本蓄積　　210─11，226─27

資本の生産過程　　211─15

資本の第三次循環（ハーヴェイ）　　222

資本の第二次循環　　181n

　ハーヴェイ　　218─22

　ルフェーヴル　　181，184，185

資本の有機的構成　　205，214

資本の流通過程　　215─18

『資本論』（マルクス）　　178，188，189─92，209，
210─11，222，224
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　第三巻　188，206，217，222

　第二巻　188，217，222

社会化　　99

社会改革運動　　14，15，17，20，34─36，39，40，63，
88，239，253，264─65

社会改革主義　　72，241，253─54，259，264─66

社会解体　　19─20，45，63，64─65，71，81，82─83，
88，106，107─108，112，142─43，164，200─201，
264

　──論　　20，34，40，45，70，152，256

社会解体─再組織化　　19─20，45，71，81，88，142─
43，200─201

社会学　　1，243

社会構成理論　　158，164，170，171，232

社会体系　　97─99，100─101，127

社会調査運動　　14，63，254

社会調査学会　　119，248，250─51

『社会的行為の構造』　　92─96

　ワースの書評　　95─96

社会的ネットワーク分析　　153─54，171

社会的分業　　30─31，75，79

社会統制（構造─機能主義）　　99，104，106，117

社会統制（シカゴ学派）　　33，36─37，56─57，106，
254，257，266

ジャノウィッツ，モリス　　139─43，156，245，
252

　『都市環境におけるコミュニティ新聞』　　
139─42

主意主義行為理論　　92─96

集合行動　　32，59，81，103─105

集合行動理論　　32，103─107

　価値付加過程　　104，105

　社会統制　　106

集合的消費　　204─206，207，231

修正シカゴ学派　　4，139─152，170，171，241

重層的決定　　197

住宅地帯　　41，43，44

集中化（人間生態学）　　45

醜聞暴露ジャーナリズム　　14，63，254

シュッツ，アルフレッド　　127─28

シュトラスブルク大学　　25　→ストラスブー
ル大学も見よ

準拠集団理論　　102

ショウ，クリフォード　　65，66，112

状況の定義　　19─20，56，65，71，73，88，108，112

少年非行　　47，57，60，65─66，112

情報的発展様式　　181n，208

ショバーク，ギデオン　　85─86

ジョンズ・ホプキンズ大学　　15，16，26，209

事例研究法　　53，54，56，57，73─74，107，108

人　種　　60─61，75，112，135，137，146，147，158，
264

　──問題　　27，30，87，138，140，144，225，260

新自由主義　　53，181，210，223─24，227，260，266

侵入（人間生態学）　　44─45，64，88，131

『シンボリック・コミュニティ』　　147─52

　コミュニティ組織　　151，152

　シンボリックな定義　　150─51，152

　生態学的分析　　147─49，151

シンボリック相互作用論　　90，113，114，127─28，
245，253，257─59

『人民の選択』　　109─111，264

ジンメル，ゲオルク　　25，27，40，77，79，88

推移地帯　　41，42，43，44─45，55，62，65，69

隙間集団　　59，60，61，72

隙間地域　　59，60，61，107

スターリン主義批判　　174，175，176

スターリン批判（ソ連共産党第 20回大会にお
けるフルシチョフ第 1書記の秘密報告）　　
175，186

ストウファー，サミュエル　　73，102，108，112，
121，244

ストラスブール大学　　176　→シュトラスブ
ルク大学も見よ

『ストリート・コーナー・ソサエティ』　　82─
83

ズナニエツキ，フローリアン　　19─20，72

スペンサー，ハーバート　　16，22，280

スポットマップ　→地点地図を見よ
スミス，デニス　　253

スメルサー，ニール　　98，100，101

　経　歴　　103

　集合行動理論　　103─107

スモール，アルビオン　　15，20，22─23，27，52，
67，249，253，257

　経　歴　　16─18，24

スラッシャー，フレデリック　　58─62，65，66，
72，107

スラム　　14，42，62─63，64，65─66，82─83，87，112

生活周期段階　　84　→家族周期段階も見よ
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生活様式としてのアーバニズム　　24，74─82　
→ワースも見よ

　空間的凝離　　77，79

　──と産業主義　　83─84，86

　──と資本主義　　83─84，86

　従属変数に関する批判　　82─83

　政策的含意　　87

　──と大衆社会論　　79─81

　定　義　　76

　独立変数に関する批判　　83─85，201，206─207

　都市化　　85─86

　都市の定義　　74─76

　理論構造　　74─76

生産様式　　181n，195，208

政治的審級　　194，196─97，204

政治マシン　→マシン政治を見よ
生態学的決定理論　　158，164，170，171，232

生態学的相関　　4，56，90，107，111─12，255

　──の誤謬　　56，111─12，255

セクター理論　　131─32，137，256

世間ずれ　　79，81

折衷主義　　125，127，236，238，262

セツルメント　　14，15，22，63

遷　移　→継承を見よ
選挙区政治　　145─46

線形発展モデル　　142─43

前産業型都市　　85─86

「一八四四年の草稿」（マルクス）　　174，175n，
187，189

相違に対する寛容　　79

ゾーボー，ハーヴェイ・W.　　62─67，72，266

た行

第一次集団　　17，33，34，36，56─57，72，144，146，
158，236─37，138

第一次的関係　　33─34，35，82─83，158

第一次的接触　　79

大衆社会論　　81，139，140，141，142，163─64

態　度　　19─20，28─29，54，63，73─74，108，121

　──と価値　　19─20，57，71，73，88，256

　測　定　　107，108

ダイナー，スティーヴン・J.　　253

第二次シカゴ学派　　117─18

第二次集団　　36，57

第二次的関係　　33─34，35，36，83，239

第二次的接触　　79

大陸横断鉄道　　9，21，49

多核心理論　　132─33，256

タスキーギ学院　　20，26

地域コミュニティ　　30，62，64，262，264

　──と家族解体　　56，58

　──とギャング　　60─61

　システミックモデル　　142─43

　持続と変容　　139─52　→コミュニティ存続
論も見よ

　線形発展モデル　　142─43

　──の変動　　44─45，147─49

地域コミュニティ区域（シカゴ）　　48，73，140，
143，147─52

地域コミュニティ調査委員会　　48，66，73，74，
88，107，131，249

父親中心の家族地区　　54─56

秩序だった分節化　　152，156，241n

地点地図　　48，73

チャイナタウン　　30，42，54

中範囲の理論　　102

通勤者地帯　　42，43，44

ディア，マイケル　　246，260─61

帝国主義　　222─23

ティリー，チャールズ　　154

デトロイト　　83，154

デューイ，ジョン　　15，23，25，26，47，96，257，
258，259n

デュルケム，エミール　　20，47，77，79，92，93─
94，161

テンニエス，フェルディナント　　47，99，142，
155─56，157，229

ドイチュラント　　43，46，69

東欧系ユダヤ人　　11，42，68　→ユダヤ人も見
よ

統計的方法　　54，73─74，108，255

　──と都市生態学　　130─33，137

同心円地帯理論　　40─46，65，71，88，256

　──と家族地区　　54─56

　居住移動　　44

　社会移動　　44

道徳地域　　38─39，164，165，172

都　市
　定義（フィッシャー）　　159

　定義（ワース）　　74─76
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　パーク　　27─40

都市イデオロギー　　86，185，200─203，206，
都市化　　85─86

　シカゴの──　　9─14

　資本主義のもとでの──　　210─11　→資本
の第二次循環も見よ

　生活様式の──　　85

都市革命　　182，225─26

　ハーヴェイ　　223─26，227

　ルフェーヴル　　177─83，184─86

都市化論争　　85─86

都市計画　　87，181，202，206

　ルフェーヴル　　178，181，182，184，185

都市システム（カステル）　　203─204，206，207

都市社会（ルフェーヴル）　　178─80

都市社会運動（カステル）　　206，207

都市社会学　　2，5，24，28，74，79，81─82，128，
129─30，227，231─32，240─41，245

　カステルの批判　　200─202

都市生態学　　130─38　→人間生態学，同心円
地帯理論も見よ

　因子生態学　　136─38，147─49

　──の限界　　138

　社会地区分析　　134─36

　セクター理論　　131─32，137，256

　多核心理論　　132─33，256

　文化的生態学　　133─34

都市的生活様式　→アーバニズムを見よ
都市的なもの　　180，181，182，184─85，200，203，

231

都市度　　159

　──と下位文化への関与　169

　──と親族ネットワーク　166─67

　測　定　　165，170

　──とパーソナル・ネットワーク　　165─69

　──と友人ネットワーク　　168─69

　──と隣人ネットワーク　　167─68

都市プロブレマティック　　178，179，184─85

都市への権利　　227，260，266

　ハーヴェイ　　225─26

　ルフェーヴル　182，186

土台と上部構造　　194─96

トマス，ウィリアム・I.　　18─20，26，71，88，
120，142，249，258

　経　歴　　18，21

ドラマツゥルギー　　90，115─16

な行

仲間集団社会　　83

ニア・ノースサイド（シカゴ）　　62─67，134

ニューヨーク　　7，8，87，261，262，263

人間生態学　　45，88，122─23，128，130─31

　継　承　　44─45，64，88，131

　支　配　　44─45，88，131

　集中化　　45

　侵　入　　44─45，64，88，131

　遷　移　→継承を見よ
　分散化　　45

　優　占　→支配を見よ
認識の対象（アルチュセール）　　191─93，233　

→理論的対象（カステル）も見よ
認識論的・イデオロギー的再帰性　　237，238，

239，240，241

ネオ・マルクス主義　　85，138，173─227

ネットワーク分析　→社会的ネットワーク分析
を見よ

ノースエンド（ボストン）　　82─83，134

は行

ハーヴェイ，デヴィッド　　208─227，233─36，
265─66

　過剰蓄積　　215，217─18，220─21，222，226

　空間的・時間的解決策（ハーヴェイ）　　215，
221，222，223，226

　経　歴　　209

　建造環境　　210，219，220，221，222，226，234

　資本の第三次循環　　222

　資本の第二次循環　　218─22

　都市革命　　223─26，227

　都市への権利　　225─26

　略奪による蓄積　　222─23

ハーヴェイ，リー　　246，252─59

パーク，ロバート　　20─21，71，88，120─21，164，
225，239，249

　──とアンダーソン　　52，53

　経　歴　　24，25─26

　──とジンメル　　27

　「都市」　　27─40

　──とバージェスの指導体制　　47─48

　──とヒューズ　　119，121
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バークレー　→カリフォルニア大学バークレー
校を見よ

バージェス，アーネスト　　26，47，71，88，89，
108，249

　──とアンダーソン　　52，53

　──と『家族解体』　　58─59

　経　歴　　21，40，89

　──と地域コミュニティ区域　　48，73，150─
51

　「都市の成長」　　40─46

パース，チャールズ　　26

パーソナル・ネットワーク　　165─69

　親　族　　166─67

　定　義　　165

　友　人　　166，168─69

　隣　人　　166，167─68

パーソンズ，タルコット　　39，90─101，114，127，
164，244

　AGIL図式　　100─101

　経　歴　　91─92

　『社会体系論』　　97─99

　『社会的行為の構造』　　92─96

　パターン変数　　98─99

　──とワース　　95─96

バーナード，ルーサー・L.　　250

ハーパー，ウィリアム・レイニー　　14─15，16，
17，22

ハーバード構造主義　　152─155

　──とシカゴ学派　　171─72

ハーバード大学　　25，26，89，90，91─92，108，
112─13，152─55，244

　社会関係学科　　98，126

ハイデルベルク大学　　25─26，91

ハイドパーク（シカゴ）　　14

パターン変数（パーソンズ）　　98─99

パネル調査　　109，110，111，264

母親中心の家族地区　　54─56

バプティスト　　14，16，22

パリ・コミューン　　176─77，184，224，226

ハリス，チャウンシー　　132─33

パリ第 10大学（ナンテール）　　176，177，182，
199

ハルハウス　　14，15，18

バルマー，マーチン　　246，254，255，259n

パレート，ヴィルフレッド　　93

ハンター，アルバート　　139，147─52，156，245

ビーコンヒル（ボストン）　　133，134

『ピープルズ・チョイス』　→『人民の選択』を
見よ

控えめな態度　　79

比較都市社会学　　85─86

非家族地区　　54─55，137

ピックヴァンス，C. G.　　229，232─33，245

ヒューズ，エヴェレット　　74，88，89，108，114，
117，127，249─50，251，252

　──とパーク　　119，121

　ブルーマー＝ヒューズ・トーク　　118─26，
128

平等家族地区　　54─56

比率地図　　48，73

ピルゼン（シカゴ）　　42

ファイアレイ，ウォルター　　133─34，138，150

フィッシャー，クロード　　158─72，185，228，
245

　──とカステル　　231─32

　経　歴　　155

フェアリス，エルスワース　　21，25n，74，88，
119，251，259n

フェアリス，ロバート　　251，253，254，256，
259n

フォークウェイズ　　16，57

福祉国家　　49，53，81，138，209，239，260，266

不死鳥　　3，262，264

ブラウン，マイケル・E.　　228，236─39

プラグマティズム　　15，22，23，25，26─27，36，47，
62，71，72，88，90，96，233，255，257，258，264

ブラックベルト（シカゴ）　　42，144

フランス共産党　　174，175─76，177，182，186，
198

『ブルーカラー・コミュニティ』　　143─46，236

　組合政治　　144─45，146

　交渉による結集　　145，146，238

　人口構成　　144

　生態学　　143─44

　選挙区政治　　144─45，146

　第一次集団　　144，146，236，238

　地域構成　　143─44

　マシン政治　　145，146

　民族・人種関係　　144

ブルーマー，ハーバート　　20，74，88，89，104，
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108，111，113─14，127─28，244，245，254，257─58，
259

　──とパーク　　119─20

ブルーマー＝ヒューズ・トーク　　118─26，128

プルマン　　13─14

フロイト，ジークムント　　97

プロブレマティック　　178，189，200─201

　革命の──　　241，265

　社会改革の──　　241，259，264，265─66

　社会統合の──　　200─201

　中範囲理論の──　　237，239

　都市の──　　178，179，184，185

文化的生態学　　133─34，138

分散化（人間生態学）　　45

米国社会学会　　18，88─89，244，260

ヘイ・マーケット事件　　13

ベースマップ　→基礎地図を見よ
ベッカー，ハワード・S.　　116─17，122─23，254，

256

ベル，ウェンデル　　135─37

ベルリン大学　　25

弁証法的唯物論（唯物弁証法）　　187，189─92，
194，197n

ベンスマン，ジョセフ　　228，236─38，239，240，
242

ヘンダーソン，チャールズ　　16，20，22，23，
249，257

ホイト，ホーマー　　131─32，137

『ホーボー』　　48─53

ポーランド人　　11，18─20，22，145

『ポーランド農民』　→『ヨーロッパとアメリカ
におけるポーランド農民』を見よ

ポストモダン・アーバニズム　　260─61，262

ボストン　　133─34

　ウェストエンド　　83，87

　ノースエンド　　82─83，134

　ビーコンヒル　　133，134

　ボストンコモン　　133─34

ボストンコモン　　133─34

ホッブズ，トマス　　92─93

ボヘミア　　54，62，64

ホボヘミア　　42，48─49，50，52，54，63

ホワイト，ウィリアム・F.　　82─83，156，241

ホワイト，ハリソン　　153─55

ま行

マーシャル，アルフレッド　　93，95

マートン，ロバート　　90，98，101─103，109，112，
244

　アノミー理論　　102─103

　準拠集団理論　　102

　中範囲の理論　　102

マウラー，アーネスト　　53─58，65，71─72，107，
137

マシューズ，フレッド・H.　　253，256，259n

マシン政治　　34─35，40，60，63，67，72，145，146，
239

マックスウェル街（シカゴ）　　43，69

マルクス主義　　67，173，174─75，184，187，188─
89，196，208─209，234，261，265─66

　ネオ・──　　173─227

　ロシア・──　　173，174，175，179n，184，187，
194，198，208，265

マルチ・メソッド　　256，258，259，262，264

マルチ・レベル分析　　112，137n，171，255，258，
259，262，264

ミード，ジョージ・ハーバート　　23，26，74，
96，253，257，258，259n

ミシガン大学　　17，25，26，257

ミルズ，C. ライト　　99，111

無関心　　79

メラー，ローズマリー　　228，229

メリアム，チャールズ　　257

モーレス　　16，34，36，40，57，63

モロッチ，ハーヴェイ　　139，239，241n，260，
261，266

や行

唯物弁証法　→弁証法的唯物論を見よ
有限責任のコミュニティ　　141─42，151，152

優　占　→支配を見よ
ユーロ・コミュニズム　　199，206，207

ユダヤ人　　67─71

　西欧の──　　68

　東欧の──　　68　→東欧系ユダヤ人も見よ
『ヨーロッパとアメリカにおけるポーランド農

民』　　18─20

世　論　　36─37，64，104，106，254
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ら行

ラウマン，エドワード　　154─55

ラザースフェルド，ポール　　90，114，244

　経　歴　　101─102，109

　『人民の選択』　　109─111，264

ラテン街　　42　→ボヘミアも見よ
ラベリング理論　　90，116─17，256

リースマン，デヴィッド　　114，142

離婚率　　54，56，58，107

リトル・イタリー　→リトル・シシリーを見よ
リトル・シシリー　　30，42，54，63，65

理念主義　　92，94

略奪による蓄積（ハーヴェイ）　　222─23

流動的大衆　　81

量的データ　　72─73，142

理論的実践（アルチュセール）　　190─93，198，
200，233，234

理論的対象（カステル）　　201─202　→認識の
対象（アルチュセール）も見よ

ループ　　41，54，59，62

ルフェーヴル，アンリ　　174─86

　経　歴　　174─76，177

　資本の第二次循環　　181，184，185

　スターリン主義批判　　174，175，176

　都市革命　　177─83，184─86

　都市計画　　178，181，182，184，185

　都市社会　　178─180

　都市的なもの　　180，181，182，184─85

　都市プロブレマティック　　178，179，184─85

　都市への権利　　182，186

　パリ・コミューン　　176─77，184，224

レイトマップ　→比率地図を見よ
レインウォーター，リー　　153

労働者居住地帯　　41，42─43，44，55，69

『ローカルコミュニティ・ファクトブック』（シ
カゴ）　　131，138，151

ローラ・スペルマン・ロックフェラー記念財団　　
48，88，243，248─49

ローンデール地区（シカゴ）　　43，69

ロサンゼルス　　7，135，260─64

ロサンゼルス学派　　247，260─64

ロシア・マルクス主義　　173，174，175，179n，
184，187，194，198，208，265

ロックフェラー，ジョン　　14，22

ロビンソン，W. S.　　111─12

ロフランド，リン　　118，119n

ロンドン　　14，30，132

わ行

ワース，ルイス　　67─71，74─87

　下位文化理論と──　　158，159，163─64，169，
170，172，256

　カステルによる批判　　201，206─207

　ガンズによる批判　　84─85

　経　歴　　67，74，81，88，89，108，114

　『ゲットー』　　67─71　→ゲットーを見よ
　再開発計画　　87，113

　──と修正シカゴ学派　　141，142，143，147，
152

　「生活様式としてのアーバニズム」　　74─87　
→生活様式としてのアーバニズムを見よ

　パークと──　　29，33，37，40

　──とパーソンズ　　95─96

　フィッシャーによる擁護　　231─32

　──とホワイト，ウィリアム・F.　　82─83

　ルフェーヴルと──　　185

ワシントン，ブッカー・T.　　26，36
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